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スター．国立大学博物館等協議会 2008年大会（第3回博物科学会），2008, 6, 5-6, 大阪．

11)  小松かつ子：民族薬物データベース．JST-BIRD和漢医薬学総合研究所 共同ワークショップ，2008, 7, 1-2, 富山．（招

待講演）

12)  田中 謙：生薬のChemo-Bio informatics．JST-BIRD 和漢医薬学総合研究所 共同ワークショップ，2008, 7, 1-2, 富山.
（招待講演）

13)  田中 謙，伊奈隆年，小松かつ子：Mass chromatographic fingerprint による和漢薬の標準化―LC-MSによる補中益気

湯成分の網羅的解析―．第25回和漢医薬学会学術大会，2008, 8, 30-31, 大阪．

14)  朱 姝，大家真由子，田中 謙，Bai Y. J.，小松かつ子，丸山卓郎，合田幸広，川崎武志，藤田正雄：刺五加の基原

と品質に関する研究（3）―中国東北地方における遺伝的・成分的多様性．日本生薬学会第55回年会，2008, 9, 19-20, 
長崎．

15)  佐藤直人*，馬 超美，小松かつ子，服部征雄：市場品美霊芝の成分研究．日本生薬学会第55回年会，2008, 9, 19-20, 
長崎．

16)  Bai Y. J.*, Tohda C., Tanaka T., Zhu S., Komatsu K.: Effects of Eleutherococcus senticosus extracts and the main components 
on Aβ(25-35)-induced atrophies of axons and dendrites. 日本生薬学会第55回年会，2008, 9, 19-20, 長崎．
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会，2008, 9, 19-20, 長崎．

18)  久場良亮*，田中 謙，小松かつ子：タイ産Curcuma属生薬及び植物の成分化学的多様性の解析．日本生薬学会第55
回年会，2008, 9, 19-20, 長崎．

19)  小松かつ子：モンゴル産薬用植物と漢薬との品質的同等性に関する研究－甘草・麻黄・黄耆について．湯本求眞記

念学術講演会（日本東洋医学会北陸支部石川県部会），2008, 9, 29, 金沢．（教育講演）

20)  田中 謙，伊奈隆年，渡辺志朗：LC-MSピークアラインメントのための簡便なTime Warping法．第68回北陸質量分

析談話会，2008, 11, 29, 富山． 

◆ その他

1) 小松かつ子：アジアにおける漢薬資源の調査と薬用植物の多様性の解析．富山大学第 6 回イブニング技術交流サロン，

2008, 2, 1, 富山．

2) 小松かつ子，朱 姝：類似生薬（人参類）の同定に有用な DNA マイクロアレイ．JST シーズ新技術発表会，2008, 2, 
15, 東京．
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6) 小松かつ子：人参類生薬の遺伝的・成分化学的多様性と基原解析用 DNA マイクロアレイの開発．富山薬窓会近畿支

部総会，2008, 5, 18, 大阪．

7) 小松かつ子：薬草観察会．第 9 回加賀・能登の薬草シンポジウム，2008, 5, 31-6, 1, 金沢．

8) 小松かつ子：薬都「富山」の基盤 － 新展開を目指して．富山大学第 2 回富山の魅力を考える勉強会，2008, 7, 22, 富
山． 



9) 田中 謙：乱用薬物の基礎知識．薬物乱用防止指導員富山地区協議会，2008, 8, 7, 富山．

10) 小松かつ子：体験実習 生薬方剤の鑑定．第 13 回和漢医薬学総合研究所夏期セミナー，2008, 8, 6-8, 富山．
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－大学見本市，2008, 9, 16-18, 東京．

12) 小松かつ子：薬都「富山」の基盤 ～ 漢方薬・生薬の応用．NPO 富山観光創造会議，2008, 9, 27, 富山．

13) 小松かつ子，伏見裕利：富山県［立山博物館］2008 年度特別企画展，薬草と加賀藩―立山から百味箪笥への道を探

る―，展示協力，2008, 9, 27-11, 3, 立山町．

14) 小松かつ子，朱 姝：類似生薬（人参類）の同定に有用な DNA マイクロアレイ．BioJapan 2008 TLO・大学知財本部

ポスター展示，2008, 10, 16-18, 東京．

15) 小松かつ子，朱 姝，幸 雅子：民族薬物資料館の案内，解説等．第 11 回和漢医薬学総合研究所民族薬物資料館一

般公開（民族薬物資料館と共同で実施），2008, 11, 1, 富山．

16) 小松かつ子：薬用植物分野における海外機関との共同研究の事例．JBA オープン・セミナー（富山）「海外の遺伝資

源を研究・開発に利用する際の国際ルール」，（財）バイオインダストリー協会，2008, 11, 13, 富山．

17) 朱 姝：オタネニンジン属植物・人参類生薬の遺伝的・成分化学的多様性．富山漢方会，2008, 11, 19, 富山．
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